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はじめに
　本学部のある松戸市は，千葉県北西部の東葛飾地域に位置
し，古くからの都市農業地帯である．果樹及び野菜の生産地
として知られ，現在も梨やねぎの生産においては全国有数の
生産地となっている．都市農業は，都市化の進展により恒常
的な農地の減少を経験してきた．他方で, 都市農業独自の発
展のあり方が，特に高度成長期以降に模索されてきた（都市
近郊農業研究会，1977）．さらに1990年代以降，都市農業は
農業生産に加えて，様々な有用な機能を都市生活に及ぼして
いることが指摘されるようになってきた．例えば，市民によ
る農地のレクリエーションとしての市民農園，観光農業，そ
して農地の防災機能など，多様な機能がこれまで評価されて
きた．
　市民のレクリエーションとしての農地利用に関しては，都
市農地における体験農園の経営分析を阪口・大江（2003）お
よび八木（2008）が行っており，体験型市民農園にみる都市
農地利用市民参加については，大江（2009）によってその課
題が展望されている．また，観光農業に関する研究成果とし
ては，松戸市の観光梨園を対象にした経営分析が，安藤・大
江（2013）によってなされている．農地の防災機能に関して
は，青田ら（2004）が松戸市を対象とした評価を，阪神淡路
大震災の被災地である神戸市との比較によって行っている．
　加えて，都市農業の経営者やその家族にとって，都市化の
進展が様々な都市型の兼業機会をもたらしていることも事
実である（溝手，1984）．
　以上の都市農業の状況をふまえて，本稿では松戸市の伝統
的な農産物である「矢切ねぎ」の生産農家を対象にして，経
営者の意識と生活満足度について計量的な分析を行い，考察
する．ねぎに関する既往の研究成果は極めて少なく，千葉県
を対象にした溝田（2003）によるねぎ作農家の経営分析があ
るが，都市農業としての視点からの分析はなされていない．
また，矢切ねぎ経営者意識に関する計量的分析は，今まで行
われていない．松戸市矢切地区は，松戸市の中でも130年以
上の歴史がある代表的なねぎ栽培地域である．そこで生産さ
れるねぎは，2007年に「矢切ねぎ」として松戸市農業協同組
合により地域団体商標が取得された．そこで，本論文では，
こうした都市農業の経営者の意識と生活満足度に，どのよう
な要因が作用しているのかについて明らかにするため，矢切
地区のねぎ生産者を対象として実証的に分析する．具体的な
評価を行う要因として，高品質化への意欲と生活満足度の２
つの指標について，その決定要因の分析を計量的に行い，今
後の都市農業の持続的展開に関する支援課題を展望する．
松戸市におけるねぎ生産の現状
　2010年度産作況調査（農林水産省）では，日本全国のねぎ
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の栽培面積は23,100ha，うち千葉県の栽培面積は2,460ha，日
本全国の収穫量では477,500t，うち千葉県の収穫量は67,100t
となっており，千葉県は栽培面積と収穫量ともに全国１位で
ある（第１図）．松戸市の農家数と耕地面積は，年々減少傾
向にあるという状況にある（第２図・第３図）．その中で，
松戸産のねぎは2005年度野菜生産出荷統計（農林水産省）に
よると，栽培面積293haと収穫量8.3千tで県内１位である（第
４図）．松戸市内においては，各地区で農業経営の安定を目
指して，春ねぎ・夏ねぎ・秋冬ねぎが栽培され，周年出荷体
制がとられている．その中でも松戸市矢切地区は，秋冬ねぎ
を中心として，130年以上の歴史を持つ代表的なねぎ栽培地
域であり，先述のように「矢切ねぎ」として地域ブランド化
されている．矢切地区では，ねぎの栽培期間以外にもキャベ
ツやハクサイが輪作の一環で作付されている．
調査方法と分析方法
　本研究の実施に当たり，分析データ収集のため，ねぎ作農
家に対する訪問聞き取り調査と，市内関係機関への訪問聞き
取り調査を行った．農家への訪問調査に関しては，千葉県松
戸市矢切地区のねぎ作農家30件（20件有効回答）を対象に，
生産状況と高品質化への意欲，及びねぎ作農家の経営状況と
生活満足度に関して，訪問と電話により聞き取り調査を行っ
た．調査は，2013年10月から11月にかけて実施した．
　関係機関への訪問調査については，関係機関として，千葉
県松戸市農政課と松戸市公設地方卸売市場北部市場，および
JAとうかつ中央農業協同組合の３機関の担当者を対象に，
松戸市の農業の現状と矢切ねぎの生産状況について，訪問と
第１図　日本のねぎの栽培面積と収穫量
出所：2010年度産「作況調査」（農林水産省）より作成
第２図　松戸市農家数の推移（戸）
出所：「農（林）業センサス」（農林水産省）より作成
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電話での聞き取り調査を行った．訪問調査は， 2013年９月か
ら11月にかけて実施した．
調査農家の概要
　まず，聞き取り調査の対象にした松戸市矢切地区農家にお
けるねぎの平均栽培面積は，80.5a，経営耕地面積は171.65aで，
農家ごとの平均年齢は63.3歳であり，兼業農家は全体の70%
であった（第５図）．兼業の具体的内容は，駐車場を中心と
する不動産経営および公務員１名であった．評価を５段階（１
＝非常に不満足，２＝不満足，３＝普通，４＝満足，５＝非
常に満足）で行った生活満足度の平均値は3.75であり，「非
常に不満足」の回答はなかった．以上の結果から４段階に統
合して，その分布を示すと第６図のような分布となった．な
お，3.5，4.5という回答が各１件あったが，これらは４＝満
足に統合した．高品質化に対する意欲は，意欲の有無で評価
した結果，意欲有りの回答は，全体の30%であった（第７図）．
この他，後継者のいる農家は全体の50%，２人以上の安定し
た労働力を有している農家は全体の90%，ねぎ出荷に関して
得意先のある農家は全体の10%，女性が労働力として参加し
ている農家は全体の85%であった．
第３図　松戸市耕地面積の推移（ha）
出所：「農（林）業センサス」（農林水産省）より作成
第４図　松戸市のねぎの現状
出所：2005年「野菜生産出荷統計」（農林水産省）より作成
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第５図　農家内訳
出所：ねぎ作農家への訪問調査より作成
第６図　生活満足度（４段階評価）
出所：ねぎ作農家への訪問調査より作成
第７図　高品質化に対する意欲
出所：ねぎ作農家への訪問調査より作成
???????????50
分析モデル
　高品質化に対する意欲，および生活満足度の要因に関する
実証分析を行うため，それぞれ重回帰モデルと順序ロジット
モデルを用いる．
高品質化意欲の要因分析（重回帰モデル）
　高品質化に対する意欲の有無を，被説明変数とする．具体
的には，今後も高品質化を目指して，労働力の確保と品種や
栽培の研究を行う意欲のある場合を１，現状維持との回答と
労働力の確保と品種や栽培の研究を行う意欲の無い場合を
０とした．説明変数は，経営的要因を示す指標となる以下の
変数を用いた．経営の継承性として後継者の有無（yes＝１，
no＝０），経営者の属性として高齢専業農家か否か（yes＝１，
no＝０），販売面の指標として個別に料亭などへの販売や，
ネット直販を行っているなど得意先の有無（yes＝１，no＝
０），家族労働力を示す指標として２人以上の安定した労働
力の有無（yes＝１，no＝０），生産規模を示す指標として経
営耕地面積250a以上か否か（yes＝１，no＝０）を用いた．
本研究における高齢専業とは，60歳以上で農業のみを行って
いる農家（yes＝１，no＝０）を指すものとした．本重回帰
モデルについては，ロジットモデルでの計測も試みたものの，
安定したパラメータが得られなかったため，重回帰モデルに
よる計測結果を採用した．
生活満足度の要因分析（順序ロジットモデル）
　４段階評価による生活満足度を，被説明変数とした．生活
満足度とは，先述の訪問調査の回答結果に基づくものである．
説明変数は，経営的要因を示す指標となる以下の変数を用い
た．属性として農家ごとの経営主の年齢，パートナーとして
の家族労働力の安定性を示す指標である女性の参加の有無
（yes＝１，no＝０），経営意欲を示す指標として兼業農家か
否か（yes＝１，no＝０）を用い，土地利用状況を示す指標
として輪作品目の栽培面積（a）を用いた．
分析結果
高品質化意欲の要因分析モデルの計測結果（重回帰モデル）
　計測結果は，第１表に示してある．モデルの説明力も高く，
最小二乗法によるVifも10未満であり，多重共線性の影響は
みられなかった．また，同様に分散不均一性もみられなかっ
た．本モデルで用いた説明変数は，すべてダミー変数である．
これは量的変数を用いるより，良好な結果が得られたことに
よるものである．計測結果から各パラメータについて見てみ
よう．後継者有り，２人以上の安定した労働力，経営耕地面
積250a以上，得意先有りのパラメータが，それぞれ正の値で
統計的に有意な結果となった（１%水準）．それに対して，
高齢専業のパラメータは負の値で有意な結果となった（５%
水準）．
生活満足度の要因分析モデルの計測結果（順序ロジットモデル）
　第２表の計測結果から，女性の参加，輪作品目の栽培面積，
兼業農家のパラメータがそれぞれ正の値で有意な結果と
なった（５%水準）．これに対して，経営主年齢のパラメー
タは負の値で有意な結果となった（10%水準）．なお，最小
二乗法によるVifも良好，分散不均一性についても検出され
なかった．
考　　察
　高品質化意欲の要因分析モデルの計測結果より，経営の継
承性の安定による効果，販売経路に得意先を有する効果，労
働力の安定的確保が，栽培・出荷面の活動レベルの向上を通
第１表　高品質化の要因分析モデルの計測結果（重回帰モデル）
被説明変数：高品質化に対する意欲 （yes＝1，no＝０）
説明変数 パラメータ t値 有意水準 Vif
後継者有り（yes＝1，no＝０） 　0.9186 　4.76 ＊＊＊ 3.80 
2人以上の安定した労働力（yes＝1，no＝０） 　0.8953 　4.21 ＊＊＊ 3.26 
経営耕地面積250a（yes＝1，no＝０） 　0.7326 　4.03 ＊＊＊ 1.85 
得意先有り（yes＝1，no＝０） 　0.5814 　3.01 ＊＊＊ 1.28 
高齢専業（yes＝1，no＝０） －0.3489 －2.50 ＊＊ 1.17 
定数項 －0.8140 －3.49 ＊＊＊ ―
サンプルサイズ　 　    20
F値　 11.86＊＊＊
自由度修正済み決定係数 0.8090
注）＊＊＊は１%，＊＊は５%，＊は10%水準で係数が統計的に有意であることを示す．
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じて，高品質化の意欲を高める方向に作用していることがわ
かった．
　また，生活満足度の要因分析モデルの計測結果より，女性
のパートナーとして参加の効果があるということ，ねぎ以外
の栽培面積は大きい方が，生活満足度が高くなるということ
がわかる．このことは栽培品目の多様化により，土地や労働
力など経営資源の有効活用による所得向上に結びつくこと
が理由と考えられる．また，兼業による経営の多角化が生活
満足度へのプラスの作用を及ぼすことも計測された．これは，
典型的な都市型の兼業形態である不動産経営などによる安
定的収入源を有することが，プラスに作用していることが原
因であると考えられる．また，経営主の年齢が負の値で有意
になったことから，経営者が若いということが，生活満足度
に対して良い影響を与えていると考えられる．以上の点は，
聞き取り調査の結果によっても確認できた．
おわりに
　本研究により，都市農業における千葉県松戸市矢切地区で
は，兼業農家で若年世代ほど生活満足度が高くなるというこ
とがわかった．また，生産規模が大きく，後継者と得意先を
有し，２人以上の安定した労働力のある農家ほど，高品質化
に対する意欲が高いことがわかった．
　このことから少なくとも矢切地区のねぎ作農家について
は，都市農業の特徴である不動産経営などの都市型の兼業化
と，農産物の高品質化の，経営展開に関する２つのベクトル
を内包することを計量的に検出できた．総じて，松戸市矢切
地区では，安定的な生活を保証する不動産経営などの兼業を
前提とした農業活動を通じて，自己の生活満足度を高めてい
ることがわかった．この点から，矢切地区のねぎ作農家は，
都市農業としての条件に対して合理的な適応を行っている
ということができる．今後は，安定兼業を前提とした中で，
若い世代を中心とし，高齢者も活躍できる都市型の立地を活
かした農業を展開していくことが重要であると考える．他方
で，高品質化による地域ブランドとしての生産・出荷を支援
する体制の整備も必要と考える．地域ブランドの経営に与え
る効果については，今回の分析では明らかにできなかった．
この点については，今後の残された課題としたい．
摘　　要
　本稿では，都市農業地域に位置し，江戸時代からのその生
産が行われている松戸市の「矢切ねぎ」生産農家を対象にし
て，経営者の意識と生活満足度についてその要因に関する計
量的な分析を行い，考察した．ねぎに関する既往の研究成果
は極めて少なく，都市農業としての視点からの分析はなされ
ていない．そこで，聞き取り調査により得たデータを分析し
た結果から，都市農業における千葉県松戸市矢切地区では，
兼業農家で若年世代ほど生活満足度が高くなるということ
がわかった．また，生産規模が大きく，後継者と得意先を有
し，２人以上の安定した労働力のある農家ほど，高品質化に
対する意欲の高いことが明らかとなった． この点で，矢切
地区のねぎ作農家は，都市農業の条件に合理的な適応をして
いるといえる．今後は，高齢化への対応や都市住民との交流
型の展開など，新たな課題に対する支援策も必要と考える．
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